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AスタジオサブのメインコンソールとしてVISTA 6を導入
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地上デジタル放送開始地上デジタル放送開始地上デジタル放送開始地上デジタル放送開始地上デジタル放送開始
名古屋では一足早く2002年 12月から地上デ
ジタル放送が始まり、それに伴い中京テレビで
もスタジオの更新計画がスタートしました。
ここ数年来、番組制作は収録番組を制作する
「Bスタジオ」と、情報番組や夕方のニュース
を制作する「Cスタジオ」の2つで行ってきま
した。今回はCスタジオの更新予定だったの
ですが、今後予想される情報番組の枠拡大を睨
み、10年以上前に役目を終えていた「Aスタ
ジオ・サブ」を復活させることになりました。
しかし、いにしえの看板番組「お笑い漫画道
場」を制作していた「Aスタジオ･サブ」です
が、今やまさに「埃まみれの倉庫」と化してい
たのです。そんなAサブに、過去の栄光なん
て全く知らない入社7年目の私が、再び魂を込
めることになりました。

４台目のデジタル音声卓導入４台目のデジタル音声卓導入４台目のデジタル音声卓導入４台目のデジタル音声卓導入４台目のデジタル音声卓導入
今回のAサブは、「生放送にものすごく強く、
サラウンド制作も軽々出来ちゃう音声設備」が
コンセプト。「柔軟性」「汎用性」「拡張性」そ
して｢サラウンドへの対応｣を考え、デジタル卓
の導入を決めました。もちろん生放送用のサブ

と言うことでアナログ卓を推す意見も無いわけ
ではありませんでしたが、弊社には既に、Bサ
ブに「D950M2」、MAに「VISTA 7」とSSL社
「OMNI-MIX」の計3台のデジタル卓があり、
トラブルを回避する様々な「おまじない」も熟
知していたので、あまり抵抗はありませんでし
た。候補に挙がったいくつかのデジタル卓を比
較していく中で、特に重視したのは「柔軟性」
と「操作性」です。デジタルならではの「柔軟
性」は、さすがに各社とも良く考えられてい
て、2001年BサブにD950M2を導入した際、
STUDERでしか出来なかった事が、どの卓で
も出来るようになっていたのには驚きました。
しかし「操作性」の点ではVISTAが断然ピカ
イチ！！なんと言っても、オペレーターが座っ
て直ぐに「EQ」「DYN」「PAN」等のフェーダ
ー情報が一目で確認できるコンソールはこれた
だ1台でした。これなら、変なEQがかかって
いたり、PANが振ってあったりして、音が出
てから慌てる事もありません。また、タッチパ
ネルとロータリーエンコーダが融合した
Vistonicsは、リスニングポジションを全く崩
すことなく操作が可能で、ミックスに集中でき
るのも魅力でした。操作するたびにセンターコ
ンソールに手を伸ばさなくてはいけない、従来
のデジタル卓より、確実に1世代進んでいると
思いました。そんなわけで、VISTA 6を選択し
たのはとても必然的なことでした。また機種選

択する上で、音質にも徹底的にこだわったこと
は言うまでもありません。
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VISTA 6 = Aサブのデビューは2005年 3月21
日、愛地球博（愛知万博）会場からの生放送の
受けサブとしてでした。それ以降今日まで、
朝・昼・晩と3本の生放送を、たった1回のト
ラブルがあっただけで無事運用しております。
そのトラブルもSTUDERの担当者が東京から
すっ飛んで来てくれて、夕方の放送までには対
処していただきました。原因は制御用PCのマ
ザーボードの初期不良でしたが、こういったト
ラブルへの対応の早さも、メーカーとして信頼
できる部分ではないでしょうか。

導入後の感想導入後の感想導入後の感想導入後の感想導入後の感想
今年は「24時間テレビ」も「衆議院選挙」も
VISTA 6で放送しました。そして改めてこのコ
ンソールの柔軟性・操作性に感心しました。
複雑な特番用のプロジェクトを始めから作って
も、そんなに時間は掛からず、突然の設定の変
更にも柔軟に対応が可能です。つまり、やりた
いことがやれるコンソールです。
今後、音声を取り巻く環境やニーズがどう変
わっていくか判りませんが、VISTA 6なら仕様
を変更していけるので、どんな時代が来ても対
応は可能であると確信しています。


